
税率 自治体名

0.30%
飯能、川越、所
沢、日高

0.25%
東松山、入間、富
士見、ふじみ野

0.20%
狭山、坂戸、鶴ヶ
島

９
月
議
会
で
は
、
27
年
度

決
算
も
審
議
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
質
疑
等
で
明
ら
か
に

な
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

１
億
４
０
０
０
万
円

平
成
28
年
１
月
か
ら
導
入

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

で
す
が
、
個
人
情
報
の
流
出
、

国
と
企
業
の
癒
着
疑
惑
・
汚

職
や
シ
ス
テ
ム
不
具
合
に
よ

る
交
付
遅
れ
な
ど
様
々
な
問

題
が
起
き
、
導
入
直
後
か
ら
、

訴
訟
も
起
き
て
い
ま
す
。

飯
能
市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
関
わ
る
シ
ス
テ

ム
改
修
費
な
ど
総
額
で
１
億

４
０
０
０
万
円
が
支
出
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
末
に
全
市
民
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
が
、
28
年
３
月

末
で
、
受
取
拒
否
８
人
、
未

渡
し
の
人
が
６
８
３
人
で
転

出
・
死
亡
１
２
３
人
を
除
く

と
実
質
未
交
付
者
数
は
、
５

６
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発

行
数
は
、
８
月
末
で
７
０
８

５
（
申
請
数
＝
８
・
８
％
の

普
及
率
）
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。

学
校
給
食

委
託
の
方

が
５
９
０
万
円
も
高

く
な
る

27
年
度
ま
で
に
調
理
業
務

が
委
託
に
な
っ
た
双
柳
、
西

川
、
原
市
場
３
ヶ
所
の
共
同

調
理
場
の
民
間
委
託
に
よ
っ

て
、
人
件
費
等
積
算
す
る
と

民
間
委
託
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
民
間
委
託
し
た
方
が
５

９
０
万
円
も
費
用
が
多
く
か

か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
働
く

パ
ー
ト
調
理
員
の
時
給
は
、

直
営
で
は
１
０
５
０
円
、
民

間
で
は
９
０
０
～
１
０
０
０

円
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

都
市
計
画
税
制
限
税

率
い
っ
ぱ
い
の
課
税

都
市
計
画
税
は
本
来
下
水

道
整
備
を
中
心
と
し
た
目
的

税
で
、
市
街
化
区
域
内
に
土

地
等
を
持
つ
市
民
に
課
税
さ

れ
て
い
ま
す
。
税
率
は
制
限

税
率
が
０
・
３
％
と
定
め
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
、
課
税
し

て
い
な
い
自
治
体
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
西
部
11
市
の

税
率
は
左
表
の
通
り
で
す
。

飯
能
市
は
最
高
税
率
を
課

税
し
て
き
ま
し
た
が
、
も
っ

と
も
受
益
者
負
担
的
な
支
出

で
あ
る
下
水
道
整
備
事
業
へ

の
充
当
額
は
、
４
０
０
０
万

円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
は
増
税
、
企
業

は
減
税

市
民
は
消
費
税
増
税
な
ど

増
税
と
負
担
増
が
続
く
中
、

資
本
金
が
10
億
円
を
超
え
る

法
人
は
14
・
７
％
が
12
・
１

％
に
減
税
さ
れ
た
影
響
額
な

ど
で
２
６
０
０
万
円
の
減
収

に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
２
億
円
で
土
地

取
得
、
そ
の
後
の
利

用
計
画
の
検
討
な
し

土
地
開
発
公
社
の
用
地
取

得
は
、
今
年
も
阿
須
山
中

（
総
面
積
17
万
㎡
）
の
土
地

を
毎
年
２
億
円
で
買
い
進
め
、

こ
れ
ま
で
の
支
出
額
は
８
億

円
に
。
今
後
６
年
間
で
総
額

約
20
億
円
で
買
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
土

地
利
用
計
画
は
検
討
す
ら
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

090-7265-1601
山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所456)
Mail jcp-sigi@
pluto.plala.or.jp

2016年９月1８日 新 飯 能 ＮＯ．２０３４

梯
久
美
子
さ
ん
の

「
百
年
の
手
紙
」

に
「
幸
徳
ノ
為
ニ

弁
護
士
ノ
御
世
話

ヲ
切
ニ
願
フ
」
と

菅
野
ス
ガ
が
獄
中

か
ら
出
し
た
針
文
字
の
手

紙
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
「
一
見
す
る
と
何

も
書
か
れ
て
い
な
い
た
だ

の
手
紙
。
だ
が
光
に
か
ざ

し
て
見
る
と
、
針
で
開
け

た
と
思
わ
れ
る
無
数
の
小

さ
な
穴
が
あ
り
、
そ
れ
が

文
字
に
な
っ
て
い
る
の
が

わ
か
る
」
と
▼
著
者
は

「
幸
徳
ま
で
が
重
罪
に
問

わ
れ
る
危
険
を
感
じ
取
っ

た
菅
野
の
、
な
ん
と
か
彼

の
命
を
助
け
よ
う
と
す
る

必
死
の
思
い
が
、
細
か
く

穿
た
れ
た
点
の
一
つ
ひ
と

つ
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
」

と
も
書
い
て
い
ま
す
。
時

の
政
府
は
１
９
１
０
年

（
明
治
43
年
）
い
わ
ゆ
る

「
大
逆
事
件
」
を
で
っ
ち

あ
げ
、
幸
徳
秋
水
、
菅
野

ス
ガ
ら
12
人
を
死
刑
に
、

他
の
12
人
を
無
期
懲
役
に

処
し
た
の
で
す
▼
こ
ん
な

悪
夢
を
現
代
に
よ
み
が
え

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
の
が

「
共
謀
罪
」
で
す
。
最
近

も
大
分
県
警
の
野
党
統
一

候
補
陣
営
の
盗
撮
が
発
覚

し
た
ば
か
り
で
す
。
い
く

ら
名
称
を
変
え
て
も
最
悪

の
市
民
弾
圧
法
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
未
交
付
５
６
８
人
に
も

27
年
度
決
算
審
査
終
わ
る

ウ
イ
ッ
ツ
青
山
元
監
査
役
逮
捕

三
重
県
・
ウ
イ
ッ
ツ
青
山
学
園
高
校
の
就
学
支
援
金
不
正

受
給
事
件
で
、
元
監
査
役
・
馬
場
正
彦
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ

ま
し
た
。
馬
場
氏
は
、
強
引
な
生
徒
勧
誘
を
繰
り
返
し
て
問

題
と
な
っ
た
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
元
専
務
理
事
で
、
こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
評
議
員
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る
飯
能
市
の
「
Ｎ
市

議
」
と
と
も
に
頻
繁
に
飯
能
市
を
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

新
た
な
局
面
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
Ｎ
市
議
」
の
説
明

責
任
が
い
よ
い
よ
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
27
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
は
、
保
険
料
の

値
上
げ
を
し
た
年
で
す
が
、

決
算
審
査
で
は
、
保
険
給

付
費
が
そ
れ
ほ
ど
伸
び
ず

４
億
５
千
６
百
万
円
も
の

繰
越
金
を
出
す
と
い
う
結

果
で
し
た
。
加
入
者
に
と
っ

て
は
、
保
険
料
の
値
上
げ

と
介
護
保
険
法
の
改
定
に

よ
る
給
付
制
限
と
い
う
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
に
よ
る
影
響

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
ま

す
。27

年
度
は
、
第
６
期
の

保
険
料
改
定
の
年
で
、
第

５
期
に
比
べ
て
基
準
額

（
第
５
段
階
・
年
金
収
入

80
万
円
超
で
本
人
非
課
税
）

で
年
額
６
万
１
千
２
２
４

円
を
、
３
千
４
５
６
円
増

の
６
万
４
千
６
８
０
円
に

値
上
げ
し
、
全
体
で
１
３
・

１
％
、
１
億
５
千
万
円
の

値
上
げ
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
、

27
年
８
月
か
ら
一
定
所
得

以
上
（
年
金
収
入
年
間
２

８
０
万
円
以
上
）
の
収
入

の
方
は
、
利
用
料
１
割
負

担
が
２
割
負
担
に
な
り
３

４
８
７
人
の
内
、
３
０
６

人
の
方
が
２
割
負
担
と
な

り
ま
し
た
。
同
様
に
昨
年

８
月
か
ら
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
介
護
保
険
施

設
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
利
用
者
に
対

し
て
、
食
費
や
居
住
費
を

軽
減
す
る
補
足
給
付
の
受

給
要
件
が
見
直
し
さ
れ
、

26
年
８
月
７
４
６
件
が
27

年
８
月
に
は
６
０
９
件

（
１
３
７
件
減
）
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
も
影
響

し
て
保
険
給
付
費
の
不
用

額
が
３
億
円
を
超
え
、
加

え
て
26
年
度
の
繰
越
金
が

１
億
６
千
万
円
入
り
、
４

億
５
千
万
円
超
の
多
額
の

繰
越
金
が
で
た
の
は
制
度

始
ま
っ
て
以
来
で
す
。

保
険
料
値
上
げ
と
給
付
減
で

４
億
５
千
万
円
超
の
繰
越
金

都市計画税率



双
柳
、
笠
縫
、
岩
沢
南
北
の

区
画
整
理
や
除
外
と
な
っ
た

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
事

業
の
進
捗
は
生
活
設
計
に
係

る
重
要
な
問
題
で
す
。
事
業

の
状
況
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望

を
基
に
質
問
し
ま
し
た
。

滝
沢

来
年
度
の
予
算
編

成
の
時
期
と
も
な
る
が
四
地

区
の
現
状
や
今
後
の
進
め
方

は
。

建
設
部
長

笠
縫
は
、
双

柳
岩
沢
線
の
道
路
工
事
を
大

山
街
道
か
ら
西
へ
約
３
６
０

ｍ
整
備
す
る
工
事
を
発
注
し

た
。
来
年
度
も
継
続
し
西
側

へ
道
路
整
備
工
事
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。
双
柳
南
部
地

区
は
、
思
う
よ
う
な
進
捗
が

図
ら
れ
ず
事
業
の
長
期
化
が

見
込
ま
れ
る
。
公
共
下
水
道

を
産
業
道
路
か
ら
地
区
西
側

へ
整
備
す
る
た
め
建
物
移
転

を
行
う
と
と
も
に
雨
水
対
策

を
中
心
に
整
備
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
事
業
計
画
の

変
更
を
視
野
に
入
れ
地
権
者

等
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
岩
沢
南
北
、

除
外
地
区
は
、
阿
須
小
久
保

線
を
岩
沢
郵
便
局
の
通
り
か

ら
北
へ
整
備
を
進
め
、
概
ね

５
年
間
で
西
武
線
を
越
え
双

柳
岩
沢
線
ま
で
整
備
を
進
め

た
い
。
下
水
道
幹
線
、
枝
線

の
整
備
も
進
め
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
か
ら

滝
沢

双
柳
岩
沢
線
の
笠

縫
地
区
、
変
電
所
脇
の
道
路

は
何
時
、
開
通
す
る
の
か
。

建
設
部
長

阿
須
小
久
保

線
と
西
武
池
袋
線
と
の
立
体

交
差
と
連
動
さ
せ
、
概
ね
４

年
間
計
画
で
完
成
さ
せ
た
い
。

滝
沢

旧
道
２
９
９
号
、

渋
谷
自
動
車
さ
ん
脇
か
ら
原

屋
さ
ん
北
側
と
、
大
山
街
道
、

西
武
線
踏
切
か
ら
双
柳
岩
沢

線
ま
で
一
方
通
行
解
消
は
。

建
設
部
長

本
年
度
、
交

差
す
る
双
柳
岩
沢
線
を
整
備

し
、
交
差
点
が
完
成
形
に
な

る
の
に
合
わ
せ
て
一
方
通
行

の
解
除
を
予
定
し
て
い
る
。

滝
沢

岩
沢
北
部
、
笠
縫

に
か
か
る
島
田
自
転
車
屋
さ

ん
前
の
危
険
な
交
差
点
に
つ

い
て
の
安
全
対
策
は
。

建
設
部
長

庁
内
関
係
課

と
現
場
を
確
認
し
て
、
再
度
、

飯
能
警
察
署
と
安
全
対
策
に

つ
い
て
協
議
を
し
た
い
。

滝
沢

台
風
９
号
で
藤
田

掘
は
飯
能
市
か
ら
入
間
市
へ

入
っ
た
す
ぐ
の
場
所
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
が
崩
落
す
る

災
害
を
起
こ
し
た
。
飯
能
市

も
点
検
、
改
修
が
必
要
で
は

な
い
か
。

建
設
部
長

再
度
点
検
を

行
い
補
修
が
必
要
で
あ
れ
ば

改
修
を
行
い
た
い
。

滝
沢

元
加
治
駅
南
口
開

設
は
地
域
の
方
は
勿
論
、
市

に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
だ
。

し
か
し
、
入
間
市
の
来
年
度

か
ら
の
振
興
計
画
に
は
全
く

触
れ
ら
れ
て
い
な
な
い
。
市

と
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け

る
事
が
求
め
ら
れ
る
。

建
設
部
長

元
加
治
駅
南

口
開
設
は
加
治
地
区
の
街
づ

く
り
に
欠
か
す
事
の
で
き
な

い
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
両
市
の
行
政
界
に
ま

た
が
る
事
業
で
あ
り
、
ま
だ

調
整
が
必
要
で
あ
り
、
協
議

を
進
め
て
い
く
。

山
田

就
学
援
助
制
度
は

「
義
務
教
育
は
無
償
」
と
し

て
い
る
憲
法
26
条
や
教
育
基

本
法
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

き
、
小
中
学
生
の
い
る
家
庭

に
学
用
品
や
入
学
準
備
金
、

給
食
費
、
医
療
費
な
ど
を
補

助
す
る
制
度
で
す
。
生
活
保

護
世
帯
、
要
保
護
世
帯
、
準

要
保
護
世
帯
に
費
用
の
半
分

は
国
庫
補
助
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
２
０
０
４
年
、
小
泉

内
閣
の
補
助
金
カ
ッ
ト
に
よ

り
準
要
保
護
世
帯
は
、
市
の

負
担
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
社
会
的
な
貧
困
が
広

が
り
特
に
子
ど
も
の
貧
困
率

は
過
去
最
悪
で
６
人
に
一
人

で
す
。
国
も
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
の
大
綱
で
、
義
務
教

育
段
階
で
の
教
育
支
援
の
充

実
に
、
就
学
援
助
の
活
用
・

充
実
を
自
治
体
の
責
務
と
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
が
加

え
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
動
費
、

生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
も

飯
能
市
も
追
加
す
べ
き
。
又
、

認
定
基
準
に
国
保
税
、
個
人

事
業
税
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
が
軽
減
さ
れ
て
い

る
世
帯
も
対
象
に
す
べ
き
だ
。

教
育
部
参
事

認
定
基
準

の
税
の
減
免
に
つ
い
て
関
係

課
と
も
前
向
き
に
検
討
す
る
。

山
田

入
学
時
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
で
、
入
学
準

備
金
は
申
請
時
期
を
早
め
る

と
か
、
市
が
一
時
立
て
替
え

る
、
あ
る
い
は
貸
し
出
す
な

ど
の
改
善
が
で
き
な
い
か

教
育
部
参
事

前
年
度
の

所
得
を
基
準
の
た
め
、
そ
の

考
え
は
な
い
。

山
田

入
学
時
な
ど
に
配

布
す
る
就
学
援
助
制
度
の
案

内
を
多
言
語
化
し
て
周
知
す

る
こ
と
を
求
め
る
が
。

学
校
教
育
部
参
事

多
言

語
化
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

周
知
と
い
う
こ
と
で
は
大
事

な
こ
と
。
関
連
部
署
と
連
携

し
て
検
討
し
て
い
く
。

災
害
対
策
と
し
て
井
戸

水
調
査
と
活
用
は

山
田

阪
神
淡
路
大
震
災
、

新
潟
中
越
地
震
、
熊
本
地
震

な
ど
大
き
な
地
震
な
ど
を
経

験
し
た
中
で
、
地
震
災
害
対

策
と
し
て
今
、
井
戸
水
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

井
戸
は
飲
み
水
と
し
て
も

重
要
で
あ
る
が
、
災
害
時
の

不
衛
生
に
な
る
ト
イ
レ
が
原

因
で
飲
食
を
我
慢
し
た
り
し

て
感
染
症
や
体
調
不
良
か
ら

震
災
関
連
死
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
。
現
在
避
難
所
に
は
き
れ

い
な
水
は
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。

避
難
所
近
く
の
井
戸
の
状
況
、

水
質
等
の
調
査
は
ど
う
か
？

防
災
井
戸
な
ど
の
活
用
の
考

え
は
？

危
機
管
理
鑑

生
活
用
水

を
基
準
と
し
な
が
ら
ど
の
よ

う
な
活
用
方
法
が
あ
る
か
検

討
し
て
い
く
。

南
高
麗
で
ク
マ
捕
獲

飯
能
市
下
直
竹
地
内
で

11
日
、
民
間
近
く
の
山
林
に

い
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
（
５
～

６
歳
の
成
獣
）
を
捕
獲
し
ま

し
た
。

新 飯 能2016年９月１８日 ＮＯ．２０３４

区
画
整
理
の
現
状
と
住
民
要
望

滝
沢
お
さ
む
市
議
の
一
般
質
問
か
ら

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

山
田
と
し
子
市
議
の
一
般
質
問
か
ら

てんた里山バザール

10月10日（月・祝）
午前１１時～午後３時

天覧山下「ほとけどじょうの里」

今年も「里山バザール」を開催
石窯を使ったパンやピザを出店し
ます。『小さな森の市』を楽しみ

ませんか。食べ物や雑貨、野菜等々
何でも出店ＯＫ。出店料無料。
ニコニコ池の公園を通り天覧山登
り口で右手に折れて直進１００ｍ。

出店等詳細は977-1890（早瀬まで）

主催：NPO天覧山多峯主山の自然
を守る会（てんたの会）


